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CtoC （toB ） の 胎 動 と マ ー ケ テ ィ ン グ（1 ）
「先進国生まれの消費者」にとってのクリア・カット・ファッションから考えるー












































































































































































































































































































































































3 －2 「クリア・カット・ファッション」の事例：㈱吉田 ニ ニ80
年代後半から、全国規模での若者メンスバッグ市場の革新が開始される［52]。90年代になると、
























さて。 同社は、1962 年に自社ブランド 「ポーター（PORTER ）」、84 年には 「ラゲッジ・レ ーベル(LUGGAGELABEL
）」を発売開始し［55］、新 素材でビ ジネス・カジュアル という日本独特 のメン
ス・バッグ市場を確立した。特 に注目すべきはポーターの中心に位置するタンカ ー・シリーズであ
る。 これは、83 年の発売開始以来着実に売上げを伸ば し、90 年代半ばに再び爆発的ヒット を見る。
さらに97 年、30 ％以 上の視聴率を達成したテレビドラマ 『ラブ ジェネレーショ ンJ で木村拓也氏が
個人の所有であるタンカーを使用してからさ らに売上げを伸ばし、その後も国産品の売 れ筋トップ
にある。つ ま墜、我が国 のファッション製品ではごく稀な、ブランドのライフ・サイ クル の長い商
品 （それ故、人件費の高い国内製造で もメーカーにとって収益のあがる商品）ということである。
しかも、日本のアパレル業界の利益率の低さの原因として、最近はブ ランド当たりの売上げ の低さ
（平均数十億円）が指摘されるが、ポーターは この点で大企業なみの、若者全体 にとっ ての 「クリ
ア・カット ・ファッション」と位置付け られるであろう。 。・
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性ではないのだろうか。とすれば、マーケティ ング研究者は、上の答えを探す前に、類似し た財の
量産、新規性の模倣が、我が国 においてはあまりにも軽視されてきたという現実について考える必
要があるのではないだろうか。一般に、流行を作る人達は2 種類 に分けられる。 すなわち、創造者
と、もう 一方、創造者の周囲の伝搬者であり。本来、「流行 の仕掛け人という言葉を使いたいなら、
内向する創造者より外交的な伝搬者」だ［59］という点に関し、マーケティング研 究の立場から考察






し かし、「日常性 のニ ーズと芸術との間をつなぐ人」として、デザイ ナーは大きな役割を果たし
ているはずなのである。実際、デザイ ナーは、「現実の生活に役立つ役割 」と同時 に、「芸術そのも
のにショックを与えて、新しい芸術を作っていく」という、二重の役割を果たしているのであると
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コ や ウ ー ル100 ％ の 背 広 の 生 地 な ど も 販 売 さ れ た と い う 。22:
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『 同 上Jlpp.245-246 ．24:
『 同 上Jpp.312,370,441 ．25:
『 同 上Jp.389o26:
ア ク ロ ス 編 集 室 編 『ス ト リ ート フ ァ ッ シ ョ ン1945 －1995 』 パ ル コ 出 版 、1999 年 （第4 刷 ）、pp.86-92 ．27:
拙 稿 「 フ ァ ッ シ ョ ン 業 界 にお け る 新 製 品 開 発 の 主 役 達 」『中 小 企 業 季 報 』 大 阪 経 済 大 学 ・ 中 小 企 業 経 営 研
究 所 、1999 年 、No.4 、pp.ll-17.28:
男 性 は プ レ ッ ピ ー （米 国 東 海 岸 の ア イ ビ ー を カ ジ ュ ア ル に 崩 し た ス タ イ ル ）、 女 性 は ニ ュ ー ト ラ や ハ マ ト
ラ （ 横 浜 の 良 家 の 子 女 を イ メ ー ジ し 、 横 浜 の 老 舗 の ブ ラ ン ド を 愛 用 ） を 基 本 に 、 ス ポ ー ツ カ ジ ュ ア ル を 適
宜 取 り 入 れ た ス タ イ ル で あ る。 以 下 を 参 照 。 田 中 康 男 『な ん と な く 、 ク リ ス タ ル 』 河 出 書 房 新 社 、1981 年 。
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ヌーンティー」である。アパレル系では、「モノ・コムサ」（ファイブフォックス）、 ワールド （オソ ック
グループ）の「インディヴィライフ」、家具や生活雑貨を提案する「ビームス・モダ ンリしピンク」（ビーム
ス）、「ユナイ ッテドアローズ・スタイル ・フォー・リビング」（UA ）、イオングループの新業態 「LBC 」等
がある（繊研新聞社『前掲書』2000 年、pp.130-133 、『日経流通新聞』2000 年4 月22 日）=33:
館内に17 －18 世紀の南欧の街並みを再現し99 年に開業したヴィーナス・フォード、2000 年開店のsc では
アクアシティお台場（ニューファミリー中心、1 階トイザらス、3 階GAP/GAPKids 、コムサ ・イズム、モ
ノ・コムサ等）や渋谷マークシティ（普通の中間所得層の大人をターゲット に、地下1 階ではワールド の3
ブランド、1 階で同社インデ ィヴィライフの展開、またサザビーのグランドアフタヌーンティやタイム
レ スコンフ ォート等）、そして同じく台場 の、ソニーアーバンエンタテインメント が運営する 「メデ ィ
アージュ」（中心となるファッション関連は、GAP/GAPKids 、コムサ・イズム、モノ・コムサ、サザビー、
クラチカ（吉田カバン）等）がそれである。大前研一・宮 本雅史『感動経営学；ヴィ ーナスフ ォート誕生





年春夏物の売上高は対前年比30 ％増、99 年春夏物の受注は同70 ％増とされる（『日経流通新聞』98 年12









本田洋一『鞄屋JHONDASUCCESSPLANNING 、2000 年、pp.9-10 ．尚、この、新し いかば ん売り場を提
案したかば ん専門店は、その後成長し、97 年3 月期には約100 店舗を展開して約no 億円を売り上げ たが、2000
年夏には民事再生手続きを申請している （『日経流通新聞』2000 年9 月2 日）。41:
全国に55 店舗を展開するビームスは2000 年2 月期約270 億円の売上高である。株式を店頭公開しているUA
は、2000 年3 月期売上高17,017 百万円、現在はオリジナル商品を強化して全社的に価格を引き上げる戦略
に出ている （『ファッション販売』2000 年11 月号、pp.22-23 、48-51）。42:
現在、渋谷や原宿で見られるストリート・ファッションは、1950 年代から続くロック系音楽と関わり深い
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欧 米 発 若 者 フ ァ ッ シ ョ ン の 「90 年 代 日 本 版 集 大 成 か も し れ な い 」 と い う （ 大 井 夏 代 「 楽 し み と し て の 消
費 」 藤 竹 暁 編 『 前 掲 書Jpp.138-139 』。43:
兵 庫 県 鞄 工 業 組 合 『大 学 生 ・ 社 会 人 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 及 び モ ニ タ ー 調 査 結果 か ら 国 産 品 メ ー カ ー の 課 題
を 探 る 』1999 年 。 調 査 対 象 は 、 青 山 学 院 大 学 、 慶 慮 義 塾 大 学 、 東 洋 大 学 、 常 葉 学 園 浜 松 大 学 、 常 葉 学 園 富
士 短 期 大 学 と 社 会 人 （東 京 都 内 及 び 大 阪 市 内 勤 務 者 、 年 齢 は 、20 歳 未 満4.8 ％ 、21 歳 ～30 歳52.4 ％,31 歳
～40 歳14.8 ％ 、41 歳 ～50 歳18.4 ％ 、51 歳 以 上4.8 ％ 、 無 回 答4.8 ％ ） で あ る 。し44:
以 下 を 参 照 さ れ た い。 住 谷 宏 ・ 田 中 正 郎 ・ 塚 田 朋 子 編 著 『 サ イ バ ー マ ー ケ テ ィ ン グ 』 中 央 経 済 社 、2001 年 。45:
拙 稿 「リ ア ル タ イ ム ・ マ ー ケ テ ィ ン グ に 関 す る 方 法 論 的 一 考 察 」『 経 営 論 集 』東 洋 大 学 経 営 学 部 、1998 年 、pp.89-104.46:JeanneteJamow&MiriamGuerriro,InsideJheFashionBusiness,Macmillan,PublishingCompany,1991.DebbieA.Gioello,FashionProductionTerms,BeverlyBerke,Fairchild
，1994.DictionaryofFashion,FakchildPublications,1998.47:
鈴 木 裕 久 「 流 行 」池 内 一 編 『講 座 社 会 心 理 学（3 ）集 合 現 象 』 東 京 大 学 出 版 会 、1977 年 。48:JoanneFinkelstein,AfteraFashion,1996
（成 実 弘 至 訳 『 フ ァ ッ シ ョ ン の 文 化 社 会 学 』 せ り か 書 房 、1998 年 、p.55
）。49:1977
－80 年 生 ま れ の 、 多 く は 団 塊 の 世 代 を 父 親 に も つ 若 者 で あ る （ 伊 藤 忠 フ ァ ッ シ ョ ン シ ス テ ム 『 お し ゃ
れ 消 費 ト レ ントJPHP 研 究 所 、1996 年 、p.l6 』。 印 刷 メ デ ィ ア か ら電 子 メデ ィ ア へ の 移 行 に よ る 社 会 変 容 の
先 駆 的 業 績 は 以 下 を 参 照 。MarshallMacLuhan,Understanding りMedia:・TheExtensionsofMan,McGraw-Hill,1964.50:
関 沢 英 彦 「流 行 を 作 る 人 々」 藤 竹 暁 編 『流 通 フ ァ ッ シ ョ ン 』 至 文 堂 、2000 年 、p.70 ．51:
「 口 コ ミ 」 に つ い て は 以 下 を 参 照 。 船 井 幸 雄 『 口 コ ミ 時 代 の 到 来 』 経 済 界 、1999 年 。 同 書 に ま と め ら れ た
内 容 に 携 帯 電 話 （特 にi モ ー ド ） の利 用 に よ るCtoC の 現 実 に 注 目 す る べ き で あ ろ う 。52:
こ の 動 き は サ ザ ビ ー （97 年 に 我 が 国 か ば ん ・ 袋 物 の 製 造 卸 と し て は 初 め て 株 式 を 公 開 ） が 先 便 を つ け た も
の と 言 え よ う 。 最 近 の 決 算 （2000 年 年3 月 期 は 売 上 高45,641 百 万 円 、 利 益2,741 百 万 円 ） で は 、 か ば ん 類
は 売 り 場 の 絞 り 込 み で 既 存 店 売 上 高 が 若 干 減 少 し て い る が 、 生 活 雑 貨 の ア フ タ ヌ ー ン テ ィ ー リ ビ ン グ と 、
ス タ ー バ ッ ク ス ・ コ ー ヒ ー の 展 開 そ の 他 、 同 社 は 、 多 角 的 経 営 を 進 め て い る 。53:99
年 の 小 物 類 の 売 上 げ は160 億 円 と さ れ る （矢 野 雅 雄 監 修 『 バ ッ グ 市 場 の2000 年 戦 略 』 ヤ ノ ・ イ ン テ リ
ジ ェ ン ス 、2000 年 、p.4O ）。54:
以 下 を 参 照 。 拙 稿 「 か ば ん 製 造 卸 の 歴 史 的 展 開 」 マ ー ケ テ ィ ン グ 史 研 究 会 編 『 日 本 流 通 産 業 史 』 同 文 舘 、2001
年 。55:1981
年NY デ ザ イ ナ ー ズ ・コ レ ク シ ョ ン で 高 い 評 価 を 受 け た ポ ー タ ー は 、 革 素 材 で ス タ ー ト し た 後 、時 代
の 流 れ と と も に ナ イ ロ ン や 塩 ビ や キ ャ ン バ ス 等 多 様 な 素 材 を 使 用 （ 平 均 上 代17,000 円 ）、 一 方 のラ ゲ ッ
ジ ・ レ ー ベ ル は 、 よ り 高 感 度 な フ ァ ッ シ ョ ン ・ リ ー ダ ー を 対 象 と し た 商 品 （ 同25,000 円 ） と さ れ る （『 ヤ
ノ ニ ュ ー ス 』2000 年3 月 号 、Vol.1577 、p.71 ）。56:
石 山 城 『 前 掲 書Jpp.58-60 ．57:
一 冊 全 部 が 吉 田 カ バ ン の 特 集 で あ っ た 『 リ ラ ッ ク ス 』（97 年10 月 号 、 マ ガ ジ ン ハ ウ ス ） を は じ め 、『ビ ギ
ン 』（99 年1 月 号 、 世 界 文 化 社 ）、『 ブ レ イ ク ・ ギ ア ・ ス ペ シ ャ ル 』（99 年3 月 号 、 徳 間 書 店 ）、『 フ ァ イ ン ・
ボ ー イ ズ 』（99 年8 月 号 、 日 之 出 出 版 ）、『ブ ー ン ・ ト ッ プ ・ バ イ ヤ ー 』（2000 年 、 祥 伝 社 ） 等 々 、 多 く の
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